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商工会は行きます 聞きます 提案します
平成22年度スローガン

▲阿江ハンカチーフ㈱の工場内と、阿江克彦社長

■県連合会Letter� ２～３頁
・経営支援研修会（基礎）
・新任商工会会長研修会
・商工会管理者研修会
・青年部幹部講習会・主張発表大会
・�女性部正副会長、常任理事会及びポータルサイト委員会
■あなたのまちの元気な企業（加東市）� ４頁
■商工会Letter� ５～６頁
・法人部会を発足（上郡町商工会）
・花火大会復活へ募金活動（丹波市商工会青年部）
・三田の飲食店元気アップセミナー（三田市商工会）
・「円心モロどん」でまちおこし（上郡町商工会）
・三年連続めでたくゴールイン（吉川町商工会青年部）
・特産品でギネス達成（淡路市商工会青年部）
・特産マーケットオープン（川西市商工会）

　
明
治
初
年
に
創
業
し
、
百
五
十
年
の
歴
史
を
持
つ

阿
江
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
㈱
（
代
表
取
締
役
社
長
・
阿
江

克
彦
氏
）
は
、
西
脇
・
加
東
地
区
の
地
場
産
業
で
あ

る
「
播
州
織
」
の
生
地
を
生
産
し
て
い
る
。
播
州
織

を
つ
か
っ
た
同
社
の
ハ
ン
カ
チ
は
、
そ
の
高
級
感
か
ら

顧
客
に
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、現
在
は
世
界
の
ト
ッ

プ
ブ
ラ
ン
ド
の
ハ
ン
カ
チ
を
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
し
て
い
る
。

　
二
〇
〇
八
年
に
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
「Lum

ieble

（
ル
ミ
エ
ー
ブ
ル
）」を
立
ち
上
げ
、日
傘
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
直
販
で
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。

「
織
物
を
通
し
て
社
会
に
認
め
ら
れ

る
会
社
と
な
り
、
全
従
業
員
の
物
心

両
面
の
幸
福
を
追
求
す
る
。」

～
阿
江
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
㈱
～

加
東
市

～商工会法施行50周年～
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県
連
合
会
は
、
七
月
二
十
二
～
二

十
三
日
、
篠
山
市
「
王
地
山
公
園
さ

さ
や
ま
荘
」
に
お
い
て
、
商
工
会
管

理
者
研
修
会
及
び
第
一
回
事
務
局
連

絡
会
議
を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
二

十
九
名
。

　
ま
ず
、研
修
①
で
は
、県
連
合
会
・

安
平
専
務
理
事
が
、「
商
工
会
を
取

り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

新
任
会
長
研
修
会
の
内
容
、
地
域
商

工
会
振
興
協
議
会
の
今
後
の
あ
り

方
、
マ
ル
経
融
資
制
度
の
見
直
し
な

ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　
続
い
て
、
神
戸
商
工
会
議
所
よ
り

「
ジ
ョ
ブ
カ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
」

お
知
ら
せ
が
あ
り
、
引
き
続
き
事
務

局
連
絡
会
議
を
開
催
し
た
。
質
疑
応

答
で
は
、「
五
十
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て
」、「
昇
格
試
験
に
つ
い
て
」、

「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
に
つ
い
て
」、「
基

幹
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」、「
商
工
会

館
の
処
分
に
つ
い
て
」
等
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
研
修
②
で
は
、
株
式
会
社
Ｐ
Ｃ
Ｍ

総
合
研
究
所
の
代
表
取
締
役
・
河
井

健
一
氏
よ
り
、「
司
法
社
会
か
ら
垣

間
見
た
経
営
者
の
危
機
管
理
の
あ
り

方
」に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
警
察
官
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
河
井
氏

は
、ご
自
身
の
長
年
の
経
験
か
ら「
企

業
に
お
け
る
危
機
管
理
」、「
経
営
を

阻
害
す
る
反
社
会
的
勢
力
の
不
当
要

求
対
処
法
」、「
ク
レ
ー
ム
処
理
の
方

法
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を

ま
じ
え
て
話
し
た
。

　
県
連
合
会
は
、七
月
八
日
～
九
日
、

姫
路
市
夢
前
町
「
夢
乃
井
」
に
お
い

て
、
新
任
商
工
会
会
長
研
修
会
を
開

催
し
た
。
参
加
者
は
平
成
二
十
二
年

度
会
長
に
就
任
し
た
五
名
。

　
ま
ず
研
修
①
で
は
、
県
連
合
会
・

安
平
専
務
理
事
よ
り
「
商
工
会
会
長

の
役
割
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
商
工

会
長
の
使
命
、
会
長
と
事
務
局
長
と

の
信
頼
関
係
の
大
切
さ
に
つ
い
て
講

演
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、
研
修
②
で
は
県
連
合

会
・
木
南
会
長
よ
り
、「
連
合
会
の

現
状
と
商
工
会
の
役
割
」
と
題
し
、

会
長
の
責
任
の
重
要
度
、
事
務
局
長

へ
の
的
確
な
指
示
伝
達
、
ま
た
、
商

工
会
職
員
の
県
連
帰
属
化
や
全
会
長

を
県
連
役
員
に
登
用
し
た
経
緯
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
研
修
③
で
は
県
連
合
会
チ
ー
フ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
・
上
山
修
一
氏
よ
り
、

「
こ
れ
か
ら
の
商
工
会
組
織
へ
の
期

待
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

民
間
企
業
出
身
で
あ
る
上
山
氏
は
、

こ
れ
ま
で
の
商
工
会
と
の
か
か
わ
り

か
ら
「
幹
部
職
員
の
育
成
が
急
務
で

あ
る
」
と
説
き
、「
会
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
期
待
す
る
」
と
参
加
者
を

鼓
舞
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
と
意
見
交

換
を
行
い
、
各
自
、
商
工
会
が
抱
え

る
課
題
や
疑
問
点
に
つ
い
て
話
し
合

う
こ
と
で
、
会
長
と
し
て
の
悩
み
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な

研
修
会
と
な
っ
た
。

▲意見交換が活発に行なわれた

　売買・贈与・交換・建築などによって不動産（土地・家屋）を
取得（登記の有無は問いません）されると、不動産取得税が課税
課税されます。

＜兵庫県・県税事務所＞

詳しくは、最寄りの県税事務所にお問い合わせください。

土地や家屋を取得した場合は
不動産取得税がかかります！

持
つ
こ
と
の
重
要
性
に
も
触
れ

た
。

　
午
後
か
ら
は
、
県
連
合
会
チ
ー

フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
社
会
保
険
労

務
士
の
前
田
欣
也
氏
よ
り
、
就
業

規
則
や
三
六
協
定
等
の
作
成
例
、

法
律
に
つ
い
て
の
よ
く
あ
る
質
問

と
解
決
方
法
の
説
明
が
あ
っ
た
。

多
く
の
事
例
を
取
り
あ
げ
、
会
員

事
業
所
へ
の
指
導
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
は
、
こ
の
研
修
会
を
通

し
て
、
よ
り
よ
い
職
場
環
境
づ
く

り
に
は
、
規
則
や
法
律
等
に
基
づ

く
ハ
ー
ド
面
と
、
社
会
や
人
間
同

士
の
関
わ
り
合
い
で
あ
る
ソ
フ
ト

面
の
両
方
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

▲熱心に聞き入る参加者たち

　
県
連
合
会
は
、
七
月
六
日
、
神

戸
市
・
パ
レ
ス
神
戸
で
経
営
支
援

研
修
会
（
基
礎
）
を
開
催
し
た
。

　
本
研
修
会
は
、
県
下
の
商
工
会

職
員
を
対
象
に
、
職
場
で
の
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
、
経
営
法
務
、
労
務
に

つ
い
て
の
基
礎
知
識
の
習
得
を
目

的
と
し
た
。

　
ま
ず
、
公
正
取
引
委
員
会
事
務

総
局
近
畿
中
国
四
国
事
務
所
よ

り
、
独
占
禁
止
法
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
独
占
禁

止
法
や
下
請
法
に
つ
い
て
学
ん

だ
。

　
次
に
、
県
連
合
会
チ
ー
フ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
高
橋
貞
夫
氏
よ
り

「
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
と
職
場
の
活
性

化
」
と
し
て
、
職
場
の
仲
間
と
の

人
間
関
係
の
構
築
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
氏
は
、
職

場
の
仲
間
が
お
互
い
に
関
心
を
持

ち
合
う
こ
と
、
真
の
相
談
相
手
を

よ
り
よ
い
職
場
環
境
づ
く
り

の
手
法
を
学
ぶ

～
経
営
支
援
研
修
会
（
基
礎
）～

新
任
商
工
会
会
長

研
修
会
を
開
催

商
工
会
管
理
者
研
修
会
を
開
催
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主な行事予定
９
月
の
こ
よ
み

21
日
㊋
〜 

22
日
㊌
経
営
支
援
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
研

修
会

28
日
㊋
　
販
路
開
拓
研
究
会

30
日
㊍
　 

小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
資
金
融
資
制
度

講
習
会

10
月
の
こ
よ
み

３
日
㊐
　 

県
青
連
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
（
姫
路
市
）

16
日
㊍
　 

商
工
会
等
職
員
昇
格

試
験

21
日
㊍
〜
22
日
㊎ 

　
　
　
　 

近
青
連
交
流
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
神
戸
市
）

27
日
㊌
〜 

28
日
㊍

　
　
　
　 

第
２
回
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
研
修
会

　
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
霞
末

浩
二
会
長
）
は
、
去
る
七
月
五
日
、

夢
ホ
ー
ル（
新
温
泉
町
）に
お
い
て
、

第
一
回
幹
部
講
習
回
、
第
十
六
回
主

張
発
表
大
会
を
開
催
、
県
下
各
地
域

の
青
年
部
幹
部
等
百
六
十
名
余
が
参

加
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
地
元
但
馬

県
民
局
・
北
村
県
民
室
長
、
新
温
泉

町
・
岡
本
町
長
、
温
泉
町
商
工
会
・

北
村
会
長
等
を
迎
え
た
。

　
主
張
発
表
大
会
で
は
、
県
下
各
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
の
七
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ

「
青
年
部
活
動
や
地
域
振
興
・
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
事
例
を

発
表
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
は
、
但
馬
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
（
豊
岡
市
商
工
会
青
年
部
）
の

北
村
元
気
氏
が
受
賞
。
九
月
二
日
に

京
都
府
で
開
催
さ
れ
る
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
の
兵
庫
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
。

　
ま
た
、
幹
部
講
習
会
で
は
、
実
際

に
経
営
革
新
計
画
を
承
認
さ
れ
た
青

年
部
員
四
名
に
よ
り
事
例
発
表
が
行

わ
れ
た
。

　
二
日
目
は
、
地
元
但
馬
地
区
の
兵

庫
県
村
岡
雪
合
戦
連
盟
会
長
　
井
上

正
則
氏
よ
り
公
式
雪
合
戦
ル
ー
ル
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
後
、
新
温

泉
町
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
館
長

の
谷
本
勇
氏
よ
り
、
地
域
の
ジ
オ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
た
自
然
遺
産
の

保
全
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
活

動
に
つ
い
て
、講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　
参
加
者
は
、
公
式
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る「
雪
合
戦
」の
ル
ー
ル
や
、ジ
オ
パ
ー

ク
の
施
設
に
つ
い
て
、
ま
た
、
地
域

ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
た
自
然
遺

産
の
保
全
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
が

る
活
動
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
。

④ 

特
集
掲
載
用
の
写
真
提
供
依
頼
に

つ
い
て

　
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
今
後
は
、
実
行
委
員
会
か
ら
執
行

部
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
た
。

　
周
知
方
法
は
、
各
部
役
員
に
情
報

登
録
を
依
頼
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
写
真
提
供
は
、
行
政
順
に
、
二
个

月
ご
と
に
地
域
の
観
光
名
所
・
特
産

品
等
の
写
真
の
提
供
を
依
頼
。

　
特
集
に
つ
い
て
は
、
部
員
宛
て
に

Ｐ
Ｒ
し
、
協
力
呼
び
か
け
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

　
県
女
性
部
連
合
会（
行
幸
子
会
長
）

は
、七
月
二
日
、県
商
工
会
館
で「
第

三
回
正
副
会
長
、
常
任
理
事
会
及
び

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
委
員
会
」
を
開
催

し
た
。

　
正
副
会
長
、
常
任
理
事
会
へ
の
提

出
議
案
は
次
の
と
お
り
。

① 

「
ふ
る
さ
と
小
包
グ
ラ
ン
プ
リ
」

の
応
募
に
つ
い
て

②
部
長
会
開
催
に
つ
い
て

　 

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　「
ふ
る
さ
と
小
包
」
は
、
佐
用
町
、

丹
波
市
、
三
田
市
か
ら
兵
庫
県
分
の

応
募
と
し
て
、
全
女
性
連
に
報
告
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
部
長
会
は
八
月
二
十
七
日
（
金
）

兵
庫
県
商
工
会
館
に
て
開
催
す
る
事

と
し
、
意
見
交
換
の
座
長
は
女
性
部

員
以
外
に
依
頼
す
べ
き
と
の
意
見
が

あ
っ
た
為
、
県
連
で
座
長
を
選
任
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
委
員
会
で
の
協

議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

①
今
後
の
運
営
体
制
に
つ
い
て

② 

各
部
へ
の
周
知
方
法
検
討
に
つ
い
て

③ 

Ｔ
Ｏ
Ｐ
掲
載
用
の
写
真
提
供
依
頼

に
つ
い
て

▲最優秀を受賞の北村元気氏（但馬地区）

▲新温泉町山陰海岸ジオパーク館館長谷本氏

兵庫県商工会連合会が実施している商工貯蓄共済制度の
生命保険部分はジブラルタ生命が引き受けています。

地
域
へ
の
思
い
を
活
き
活
き
と
発
表

～
青
年
部
幹
部
講
習
会
・

主
張
発
表
大
会
～

「
ふ
る
さ
と
小
包
グ
ラ
ン
プ
リ
」
へ
の
応
募
な
ど
を
審
議

～
女
性
部
正
副
会
長
、
常
任
理
事
会
及
び
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
委
員
会
～

50
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事
業
の
概
要
・
変
遷
に
つ
い
て

　
明
治
初
年
に
創
業
し
、
百
五
十
年

の
歴
史
を
持
つ
阿
江
ハ
ン
カ
チ
ー
フ

㈱
（
代
表
取
締
役
社
長
・
阿
江
克
彦

氏
）
は
、
西
脇
・
加
東
地
区
の
地
場

産
業
で
あ
る
「
播
州
織
」
の
生
地
を

生
産
し
て
い
る
。

　
昭
和
二
十
一
年
の
元
旦
に
火
事
に

遭
っ
て
す
べ
て
が
焼
け
、
戦
後
の
織

物
産
業
の
全
盛
期
の
時
代
に
乗
り
遅

れ
た
。

　
し
か
し
、
先
代
社
長
の
阿
江
克
典

氏
（
現
社
長
の
父
）
が
、
昭
和
四
十

五
・
四
十
六
年
頃
よ
り
、
ハ
ン
カ
チ

生
産
に
切
り
替
え
、
現
在
で
は
、
世

界
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
高
級
ハ
ン

カ
チ
を
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
し
、
全
国
の
先

染
め
ハ
ン
カ
チ
の
約
四
分
の
一
以
上

の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
に
は
自
社
ブ

ラ
ン
ド
「Lum

iebre

（
ル
ミ
エ
ー

ブ
ル
）」
を
立
ち
上
げ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
日
傘
な
ど
の
直
販

で
売
上
を
伸
ば
し
て
い
る
。

商
品
に
つ
い
て

　
ハ
ン
カ
チ
は
単
純
に
布
を
四
角
く

裁
断
・
縫
製
し
て
い
る
と
思
わ
れ
が

ち
で
あ
る
が
、
同
社
の
ハ
ン
カ
チ
に
は

「
播
州
織
」
の
特
徴
で
あ
る
先
染
め
に

よ
る
高
級
感
と
、
高
度
な
織
物
技
術

で
作
ら
れ
た
特
有
の
光
沢
、
軽
く
て

し
な
や
か
な
風
合
い
・
品
質
・
織
り

柄
な
ど
、
難
易
度
の
高
い
高
付
加
価

値
な
商
品
と
し
て
顧
客
か
ら
評
価
を

得
て
、
多
数
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
ハ
ン

カ
チ
の
受
注
生
産
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し

て
、
日
傘
の
生
産
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

の
デ
ー
タ
を
織
物
で
表
現
す
る
フ
ル

カ
ラ
ー
写
真
織
等
を
生
産
し
て
い
る
。

自
社
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

　
現
在
の
ハ
ン
カ
チ
市
場
は
タ
オ
ル

ハ
ン
カ
チ
な
ど
も
増
え
、
同
社
で
取

り
扱
っ
て
い
る
高
級
ハ
ン
カ
チ
分
野

は
先
細
り
傾
向
で
、
さ
ら
な
る
市
場

の
拡
大
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
ん

な
中
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の

助
成
を
活
用
し
、
日
傘
・
パ
ジ
ャ

マ
・
ト
ラ
ン
ク
ス
等
、
ハ
ン
カ
チ
以

外
の
商
品
開
発
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
に
出
展
。
そ
の
時
に

評
価
の
高
か
っ
た
先
染
め
の
日
傘
に

着
目
し
た
。

　
日
傘
と
い
っ
て
も
、
他
社
と
同
じ

物
を
生
産
し
て
い
て
は
市
場
で
負
け

て
し
ま
う
と
、
徹
底
的
に
市
場
調
査

を
行
い
、
若
い
女
性
に
熱
心
な
愛
好

者
が
多
い
、「
ゴ
シ
ッ
ク
＆
ロ
リ
ー

タ
（
ゴ
ス
ロ
リ
）」
と
呼
ば
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
。

　
こ
の
「
ゴ
ス
ロ
リ
」
は
、
傘
を
必

須
ア
イ
テ
ム
と
し
、
愛
好
者
は

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
費
や
す
費
用
も
多

く
、
現
在
は
世
界
に
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
分
野
で
あ
る
。
市
場
調
査
の

結
果
、「
ゴ
ス
ロ
リ
」
向
け
の
良
い

傘
が
あ
ま
り
出
回
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
そ
こ
で
有
名
に
な
れ
ば
ト
ッ

プ
ブ
ラ
ン
ド
に
な
れ
る
と
確
信
し
、

商
品
を
開
発
。
専
門
誌
や
そ
の
業
界

で
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
た
結
果
、
現

在
で
は
海
外
か
ら
の
注
文
も
入
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
今
後
は
「
ゴ
ス
ロ
リ
」
分
野
だ
け

で
は
な
く
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
エ
レ
ガ
ン

ス
基
調
」
の
製
品
も
増
や
し
、
世
界

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
地
域
資
源
活
用
事
業
に

認
定
さ
れ
た
ク
ラ
ッ
シ
ュ
加
工
を
施

し
た
生
地
を
活
か
し
た
日
傘
の
開
発

や
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
デ
ー
タ
を

布
に
織
り
上
げ
る
フ
ル
カ
ラ
ー
写
真

織
り
な
ど
の
商
品
開
発
に
も
力
を
い

れ
て
い
る
。

播
州
織
に
つ
い
て

　
播
州
織
は
、
糸
染
め
や
糊
付
け
、

織
布
等
、
数
多
く
の
工
程
を
分
業
し

て
成
り
立
っ
て
い
る
。
地
域
の
産
業

と
し
て
有
名
で
も
、
布
地
を
生
産
す

る
だ
け
で
は
生
き
残
れ
な
い
。
デ
ザ

イ
ン
や
特
徴
の
あ
る
品
物
を
作
り
、

値
段
が
高
く
て
も
買
っ
て
も
ら
え
る

最
終
製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
如
何
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
生
き
残

る
道
で
あ
る
。

　
産
地
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中

で
、
こ
の
産
業
を
次
代
に
繋
ぐ
た
め

に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

商
工
会
に
期
待
す
る
こ
と

　
地
域
が
疲
弊
す
る
中
で
、
地
域
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る

の
か
、商
工
会
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

何
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
職
員
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に

考
え
、
中
小
企
業
の
応
援
を
し
、
地

域
の
元
気
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
。

あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
⑳

阿
江
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
㈱〜

加
東
市
〜

▲自社ブランド「Lumiebre」の日傘

▲火事に遭っても焼け残った金庫

▲「クラッシュ加工」を施した日傘生地

企業概要
①企業名　阿江ハンカチーフ㈱
②代表者　阿江　克彦
③住　所　加東市下滝野₅₉3︲1
④TEL　₀7₉₅︲₄₈︲₂₀3₁
　FAX　₀7₉₅︲₄₈︲₄6₀₂
⑤URL　http://www.aehandkerchief.jp/
⑥資本金　₁，₀₀₀万円
⑦創業年　明治初年
⑧従業員　₁₄名
⑨商工会員歴　3₀年
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上
郡
町
商
工
会（
小
河
清
之
会
長
）

で
は
去
る
六
月
二
十
三
日
、「
上
郡

町
商
工
会
法
人
部
会
」
の
設
立
総
会

を
開
催
し
た
。

　
同
部
会
は
、
衰
退
す
る
地
域
経
済

の
中
で
、
自
主
的
な
取
組
み
に
よ
っ

て
企
業
の
元
気
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と

い
う
も
の
。
対
象
は
、
町
内
法
人
企

業
の
う
ち
雇
用
を
支
え
る
中
核
企
業

や
も
の
づ
く
り
企
業
な
ど
。
従
っ
て

規
模
、
業
種
と
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
異

業
種
交
流
会
的
性
格
も
有
し
て
い

る
。
設
立
時
の
加
入
は
十
七
企
業
な

が
ら
、
魅
力
あ
る
事
業
の
展
開
に

よ
っ
て
今
後
、加
入
推
進
に
努
め
る
。

　
初
代
部
会
長
に
は
光
菱
電
機
㈱
の

山
本
一
英
社
長
が
就
任
し
、
会
則
等

三
つ
の
議
案
を
承
認
し
た
。

　
さ
ら
に
七
月
二
十
九
日
に
は
、
第

一
回
例
会
と
し
て
出
席
者
参
加
型
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、
組
織
に
不
可
欠

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方

な
ど
に
つ
い
て
、
シ
エ
ラ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
㈱
・
土
居
宗
一
代
表
が
講

師
を
務
め
、
経
営
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
代

表
・
桑
田
和
彦
氏
が
サ
ポ
ー
ト
。
当

日
の
参
加
者
は
三
十
七
名
で
、
加
入

企
業
の
他
、
町
役
場
か
ら
も
幹
部
多

数
が
出
席
し
た
。

　
な
お
、
同
部
会
で
は
、
事
例
発
表

な
ど
も
含
め
、
今
後
月
一
回
の
ペ
ー

ス
で
事
業
を
展
開
す
る
予
定
。

　
丹
波
市
商
工
会
青
年
部
（
朝
倉
栄

蔵
部
長
）
で
は
、
合
併
し
て
四
年
目

を
迎
え
る
今
年
の
夏
、
お
年
寄
り
か

ら
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
ま
で
地
域

の
み
ん
な
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
花
火
大
会
を
復
活
さ
せ
る
募
金

活
動
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　「
丹
波
を
元
気
に
し
て
行
こ
う
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
基
本

テ
ー
マ
を
﹃
想
い
を
形
に 

～
信
念

と
勇
気
を
持
っ
て
～
﹄
と
し
て
、
ど

う
す
れ
ば
丹
波
を
元
気
に
で
き
る
の

か
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
花
火
大
会

の
復
活
を
め
ざ
す
。
地
元
企
業
、
ま

た
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
祭
り
を
盛

り
上
げ
て
い
く
。
部
員
た
ち
は
、
各

地
で
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
が
縮
小
さ
れ

る
中
で
、
地
域
の
人
び
と
・
観
光
客

に
も
丹
波
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
姿
を
見
せ
る
大
変
良
い
機

会
に
な
る
と
確
信
し
、
活
動
を
行
っ

た
。

　
今
後
こ
の
事
業
は
年
々
内
容
を
充

実
さ
せ
、﹃
丹
波
の
夏
！
夜
の
風
物

詩
﹄
と
し
て
、
お
年
寄
り
の
方
に
は

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
受
け
継
が
れ
、
長
く
、

人
の
心
に
残
り
語
り
継
が
れ
る
事
業

に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

　
三
田
市
商
工
会（
松
原
正
武
会
長
）

で
は
、
経
営
改
善
普
及
事
業
セ
ミ

ナ
ー
と
し
て
七
月
十
四
日
（
水
）「
三

田
の
飲
食
店
　
元
気
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　
当
セ
ミ
ナ
ー
は
市
場
動
向
を
把
握

し
、
飲
食
店
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
三
田
・
篠
山
で
頑
張
る
飲
食
店
と

の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
気
づ
き
を

得
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も

の
で
、
当
日
は
三
田
市
・
篠
山
市
か

ら
二
十
四
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

　
第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
講
師

に
㈲
オ
フ
イ
ス
風
来
坊
　
宮
本
隆
氏

よ
り
、「
飲
食
業
を
取
り
巻
く
市
場

環
境
と
今
後
の
動
向
」
と
題
し
、
市

▲�これからの地域に根ざす飲食店づくりについて
活発な意見交換が行われた

▲初代法人部会長の山本社長

企
業
の
元
気
ア
ッ
プ
め
ざ
し
、

法
人
部
会
を
発
足

〈
上
郡
町
商
工
会
〉

花
火
大
会
復
活
へ
募
金
活
動

〈
丹
波
市
商
工
会
青
年
部
〉

三
田
の
飲
食
店
元
気
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

〈
三
田
市
商
工
会
〉

場
動
向
を
中
心
と
し
た
講
演
が
あ
っ

た
。

　
第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
㈲
ア
ク
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
大

森
啓
司
氏
、
パ
ネ
ラ
ー
に
は
㈲
獅
子

銀
　
溝
畑
敏
樹
氏
を
迎
え
、「
こ
れ

か
ら
の
地
域
に
根
ざ
す
飲
食
店
作
り

を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
市
場
動
向
が
重
要
な
源
泉
と
な
る

飲
食
店
へ
の
情
報
提
供
の
場
と
し

て
、今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
位
置
づ
け
、

今
後
は
継
続
的
な
開
催
を
し
て
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。

▲防犯パトロールカー「青パト」

青色防犯パトロール　～朝来市商工会青年部～
　朝来市商工会青年部（平山貴彦部長）では、昨年まで旧生野町で取り組んで
いた防犯パトロール事業を、合併を期に朝来市内全域へと範囲を拡大して取り
組んだ。朝来市内全域へと範囲を拡大することにより、新たに警察へ青色回転
灯設置について申請し、警察署長より委嘱証明の交付を受けた。青色回転灯は
目で確認しやすく、犯罪の抑止効果が高い為、住民に安心感を与えることがで
きる利点がある。青年部員の中には子を持つ親もおり、子供たちに明るく安心
して住める豊かな地域を残したいとの想いから、青色防犯パトロールを七月二
十六日～八月七日の期間、警察の協力の下実施した。
　自分たちの活動が他地域・他団体に普及効果があればと願っている。
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上
郡
町
の
宿
泊
施
設
「
ピ
ュ
ア

ラ
ン
ド
山
の
里
」
が
、
同
町
の
特

産
品
「
円
心
モ
ロ
ど
ん
」
の
レ
シ

ピ
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
商
工
会
職
員
の
建
部
千
鶴
さ

ん
が
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
。

「
ぶ
っ
か
け
モ
ロ
ど
ん
」
と
し
て
、

同
施
設
の
夏
季
限
定
メ
ニ
ュ
ー
に

も
加
わ
っ
た
。

　「
円
心
モ
ロ
ど
ん
」
は
、
青
菜

の
中
で
も
ず
ば
ぬ
け
た
栄
養
価
を

誇
る
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
（
町
内
産
）
を

練
り
込
ん
だ
う
ど
ん
で
、
名
称
は

南
北
朝
時
代
、
上
郡
を
拠
点
に
活

躍
し
た
戦
国
武
将
赤
松
円
心
か
ら

と
っ
た
も
の
。
ち
な
み
に
、
赤
松

円
心
を
主
人
公
に
し
た
小
説
に

「
悪
党
の
裔
」（
北
方
謙
三
著
）
が

あ
り
、
そ
の
生
き
ざ
ま
が
活
き
活

き
と
描
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
モ
ロ
ど
ん
は
、
ツ
ル
ツ
ル

と
し
た
個
性
的
な
食
感
が
魅
力

で
、
平
成
七
年
度
に
商
工
会
が
む

ら
お
こ
し
事
業
で
考
案
。
こ
れ
ま

で
観
光
案
内
所
を
中
心
に
町
内
外

へ
の
イ
ベ
ン
ト
出
店
や
販
売
、
Ｐ

Ｒ
等
に
努
め
て
き
た
。

　
ま
た
、
当
初
か
ら
そ
の
製
造
を

手
掛
け
て
き
た
平
田
製
麺
所
（
平

田
善
彦
社
長
）
で
最
近
、
冷
凍
麵

も
始
め
た
こ
と
か
ら
、
業
務
用
と

し
て
の
幅
も
広
が
っ
た
。

　
同
町
商
工
会（
小
河
清
之
会
長
）

で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
神
戸
新

聞
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

な
ど
を
機
に
、
販
路
開
拓
等
の
取

組
み
を
通
じ
て
ま
ち
お
こ
し
に
も

活
か
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　
川
西
市
商
工
会
で
は
、
全
国
に
あ

る
「
川
西
」
の
特
産
品
の
販
売
、
情

報
を
発
信
す
る
「
特
産
マ
ー
ケ
ッ
ト

来こ

個こ

か
わ
に
し
」
を
八
月
一
日
に
阪

急
川
西
能
勢
口
駅
の
商
業
施
設
「
ベ

ル
フ
ロ
ー
ラ
か
わ
に
し
イ
ー
ス
ト
」

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
川
西
市
の
商
業
振

興
・
活
性
化
施
策
の
一
環
と
し
て
川

西
市
商
工
会
が
「
全
国
川
西
商
工
サ

ミ
ッ
ト
」
で
培
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
、
川
西
市
の
特
産
品
「
き

ん
た
く
ん
」
グ
ッ
ズ
を
は
じ
め
、
山

形
県
・
新
潟
県
・
奈
良
県
そ
れ
ぞ
れ

の
「
川
西
」
か
ら
集
め
た
個
性
あ
ふ

れ
る
特
産
品
を
販
売
し
、
観
光
情
報

の
発
信
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。

　
同
施
設
の
運
営
は
市
内
起
業
家
の

育
成
を
目
的
と
し
、
一
般
公
募
に
よ

り
店
長
（
オ
ー
ナ
ー
）
を
決
め
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
実
施
し
、
特

産
品
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の

調
査
・
開
発
に
協
力
し
開
発
さ
れ
た

新
商
品
を
い
ち
早
く
販
売
す
る
も
の
。

三
年
連
続
め
で
た
く
ゴ
ー
ル
イ
ン

吉
川
町
商
工
会
青
年
部

　
吉
川
町
商
工
会
青
年
部
（
藤
本
雅

史
部
長
）
は
、
六
月
二
十
日
、
三
木

市
内
に
あ
る
西
山
牧
場
に
お
い
て
、

「
ひ
ょ
う
ご
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」、「
こ
う
の
と
り
の
会
」、「
み

き
で
愛
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
協

力
を
得
、
今
年
で
七
回
目
と
な
る
独

身
男
女
交
流
会
を
盛
大
に
開
催
し
た
。

　
当
日
は
、
三
木
市
内
外
か
ら
男
女

四
十
二
名
の
参
加
が
あ
り
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
バ

タ
ー
作
り
体
験
を
行
う
な
ど
、
吉
川

町
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
、
交
流

を
深
め
た
。

　
今
回
カ
ッ
プ
ル
の
成
立
は
二
組
と

少
し
寂
し
い
結
果
と
な
っ
た
も
の

の
、
昨
年
ま
で
の
カ
ッ
プ
ル
成
立
者

が
三
年
連
続
め
で
た
く
ゴ
ー
ル
イ
ン

し
て
お
り
、
事
業
成
果
は
確
実
に
上

が
っ
て
い
る
。

二
年
連
続
ギ
ネ
ス
記
録
達
成
！

淡
路
市
商
工
会
青
年
部

　
淡
路
市
商
工
会
青
年
部
（
雨
松
良

光
部
長
）
は
、「
淡
路
市
夏
ま
つ
り

イ
ベ
ン
ト
」で
、地
元
特
産
品
を
使
っ

た
二
年
連
続
ギ
ネ
ス
記
録
が
達
成
さ

れ
た
。
今
年
は
夏
祭
り
に
訪
れ
た
約

二
百
五
十
人
と
七
時
間
を
か
け
、
約

四
万
本
の
黄
土
、
茶
、
緑
な
ど
五
色

の
線
香
を
六
セ
ン
チ
四
方
の
ピ
ー
ス

に
約
三
十
本
ず
つ
貼
り
付
け
、
そ
の

ピ
ー
ス
を
土
台
（
縦
二
メ
ー
ト
ル
、

横
二
・
四
メ
ー
ト
ル
）
に
千
三
百
二

十
枚
敷
き
詰
め
て
モ
ザ
イ
ク
画
を
完

成
さ
せ
た
も
の
。

　
ギ
ネ
ス
記
録
の
条
件
は
「
四
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
サ
イ
ズ
で
、
棒
状

が
密
着
し
た
状
態
に
並
ん
で
い
る
こ

と
」で
、ギ
ネ
ス
・
ワ
ー
ル
ド
レ
コ
ー

ズ
社
の
認
定
員
が
、
絵
の
大
き
さ
や

完
成
度
を
基
準
に
判
定
し
て
見
事
ギ

ネ
ス
認
定
と
な
っ
た
。

　
モ
ザ
イ
ク
画
は
、
頭
に
明
石
海
峡

大
橋
を
乗
せ
、
髪
形
は
国
生
み
神
話

に
登
場
す
る
伊
弉
諾
尊
（
い
ざ
な
ぎ

の
み
こ
と
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
淡
路

市
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
モ
デ
ル
に
描
き
出
し
た
も
の

で
あ
り
、同
商
工
会
青
年
部
で
は「
全

国
シ
ェ
ア
七
割
の
特
産
品
で
あ
る
線

香
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
」
と
し
て
い
る
。

▲�青菜の中ですばぬけた栄養価
を誇る「円心モロどん」

▲�淡路市のシンボルキャラクター
で２年連続ギネス記録達成

▲特産マーケット来
こ

個
こ

かわにし　オープン

◆◇「
円
心
モ
ロ
ど
ん
」
で

ま
ち
お
こ
し
を

特
産
マ
ー
ケ
ッ
ト

来こ

個こ

か
わ
に
し
　
オ
ー
プ
ン

10月１日、国勢調査を実施します！

あなたの調査票
から日本の未来
が見えてきます

平成22年10月 1 日

総務省統計局
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